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東京都印刷工業組合 

第 4 回環境委員会 

開催日時 

開催場所 

平成 23 年 2 月 9 日（水）15:00～17:20 

日本印刷会館 5 階東印工組会議室 

出 席 者 

 (敬称略 ) 

 (順不同 ) 

橋本委員長、田畠久義、奥継雄両副委員長、寺田勝昭特別委員、大西英資、

中庭藤夫、北村洋一郎、高橋秀隆、岡崎光夫、山口昇、赤尾真人、浜田貴

弘、木村恭一、東城弘、小野淳、志澤康道、田中勝、水口憲二、阿久津孝

夫、神山幸偉、望月勝利(墨東代理)の各委員、 

〈オブザーバー〉㈱ディグ杉井康之氏 

〈事務局〉中村事業課長、行川(担当) 

報告事項 

 

 

 

議題 

経過➢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．予算の執行状況 

２．廃紙／インキ缶・残肉共同一括処理委託システム回収実績 

３．環境セミナー開催結果 

 

１．推進事業について 

（１）環境経営への取り組み 

寺田特別委員が環境セミナー｢必ず儲かる環境対策｣の概要を解説し、環

境方針の作成ツール、紙・ゴミ・電気の削減活動、５Ｓ活動（見える化）、

ゴミの適正処理（捨てればゴミ、分ければお金）、産業廃棄物の範囲、印

刷工場の省エネ等について検討した。 

（２）環境ポスター（東京の印刷 1 月号に同封済）からの事業展開 

①カーボンオフセットの取り組み 

奥副委員長が以下説明した。 

当社（㈱文星閣）ではカーボンオフセットに取り組み、ＣＯ 2 排出量

算出範囲は資材調達から刷版・印刷・製本加工・納品・流通・使用後処

理までとしている。 

東印工組の環境ポスターは 1,700 枚作製し、日本ＷＰＡ（日本水なし

印刷協会）の印刷業界向け算出ソフトにより、ＣＯ2 排出量は 1 枚当り

107.9g で合計 183.5kg と計算されている。ＣＯＪ（日本カーボンオフセ

ット）との契約により、この排出量に応じた排出権（国連が認証した温

室効果ガス削減プロジェクトから得られる承認済み排出量）を購入し

た。購入料は約 4,000 円で東印工組が負担し、手数料を除く約 3,000 円

がインドアンダーラプディシュ小規模水力発電プロジェクトに使われ

る。ポスター作製で排出したＣＯ2 をＣＯ2 排出削減事業である水力発電

で相殺し、東印工組が社会貢献を行ったことになる。 

②他工組からポスターの利用要望があり、提供することで了承された。 

（３）ＧＰ認定制度の普及 

①第 19 回認定受付中                         

  第 18 回認定では新規に 17 工場（全印工連組合員 7 工場）が認定され、

認定合計は現在 249 工場（全印工連組合員 137 工場）となった。                   
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議題 

経過➢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②｢ＧＰ資機材認定制度｣におけるＧＰマークの表示                

印刷会社が購入する印刷資機材に対し、グリーン基準に適合した資機

材が容易に選択できる制度として、現在 9 社の資材（洗浄剤、エッチ液）

が認定され、ＧＰ印刷資機材のマーク表示がスタートしている。また、

現像機、プレート、製版薬品（現像液）は現在試行期間中で、平成 23

年 4 月より正式スタートする予定である。                    

（４）｢資材確認票兼製品環境情報シート｣について      

 新潟県工組では、同工組組合員統一フォームとして資材確認票兼製品環

境情報シートを作成したので、利用においては同工組ホームページからダ

ウンロードできる。情報シートに記載した使用資材が、グリーン購入法の

環境物品等の調達の推進に関する基本方針の判断基準ならびに配慮事項

に対応していることを明記するため、環境の各項目に日印産連のオフセッ

ト印刷グリーン基準の購入資材に関する水準-2 以上を示す欄を設けてあ

る。                       

（５）｢第 10 回印刷産業環境優良工場表彰｣の応募推進          

第 9 回印刷産業環境優良工場表彰で、全印工連は経済産業大臣賞を初め

10 工場が受賞し、過去、多くの受賞企業を輩出している。第 1 次審査用応

募票は、全て選択式で○をつけるだけで簡単に回答できるアンケート形式

であり、自社の取り組み状況の確認にもなることから、各委員にはできる

だけ応募し、周知推進を図ってもらうこととした。応募期間は 3 月 1 日～

3 月 31 日で、応募票は 2 月末頃より、全印工連ホームページからダウンロ

ード可能となる。 

 

２．環境情報の提供について 

（１）植物油インキマークとソイシールロゴ（アメリカ大豆協会）の商標

登録更新、使用許諾契約業務再開 

 アメリカ大豆協会では、日本で 5,505 社が使用者として登録されている

ソイシールについて、昨年 9 月末を以って使用許諾契約業務を終了してい

たが、本年 1 月より使用許諾契約業務を再開するとの発表があった。 

一方、印刷インキ工業連合会は昨年 9 月以降植物油インキ生産への切り

替えを進めており、植物油インキマークの使用許諾契約社数は 1,400 社を

超えている。ラベルの二重表示は煩雑化や混乱を招く恐れがあることか

ら、印刷インキ工業連合会では、需要家や印刷物発注者へ植物油インキの

生産・表示の統一化に対して、理解と協力を頂きたい旨の見解を発表して

いる。 

（２）環境税の導入について 

昨年 12 月に平成 23 年度税制改正大綱が閣議決定され、化石燃料の石油

石炭税にＣＯ 2 の排出量に応じた税率を上乗せする地球温暖化税（環境

税）が本年 10 月から導入される。平成 23 年 10 月～27 年 4 月を経過措置
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議題 

決定事項➢ 

 

として、3 段階に分けて実施される。ＣＯ2 を大量に排出する製紙業界や

インキ業界への影響は大きく、資材価格の高騰が懸念される。 

 

議題３．平成 23 年度事業計画(案)について 

以下の通り了承された。 

（１）ＧＰ（グリーンプリンティング）認定制度の普及、啓発 

（２）環境セミナーの開催 

（３）環境優良工場表彰の応募推進 

（４）排出物の適正処理・再資源化の推進 

①廃紙・廃インキ缶・残肉の共同一括委託処理システムの運用と拡充 

（５）環境負荷低減への諸施策の取組み 

①リサイクル対応型印刷物製作ガイドラインの普及 

②ライフサイクルアセスメントに基づく取組み 

（６）ISO14001 取得支援事業の案内  

 

その他 富士フイルムグラフィックシステムズ㈱が、宮城県での事例を参考に現

像廃液削減装置を利用した産業廃棄物発生抑制設備等整備事業（補助金）

について説明した。 

 

次回予定 平成 23 年 6 月 9 日（木）15:00～17:00 東印工組会議室        

 

 

 

 

 


